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＜連絡事項＞

・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞

・船田　泰子様～本日退院支援会議を医師会ケアマネ、ＡＯＭ、ＳＷ、受け持ちＮｓで実施。今後使用していくサービス、退院先についてはケアマネが調整していくこととなる。

・中田　徳子様～明日療養環境変更目的で南病棟に転出予定。

・澤上　芳子様～南病棟転出予定。

・玉岡　公子様～臨時薬は同内容で以後定期にて4日分処方となる。

・石黒　理一郎様～8/26(土)10:00頃、本人の状態確認のため、有料老人ホーム「いちばん星」スタッフが来院する予定。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～スタッフへの話し掛け多く聞かれている。来棟した主治医に「男女交際は、病棟内ではなんでダメなんですか」などと尋ねるが、主治医の説明は聞き入れることができている。入浴後の移動時、Ｂユニットにいる女性患者に接触し、スタッフ介入に対しても「なんでダメなんですか」と聞き入れることができずにいる。

　　　　　　　　逸脱行為・問題行動があった場合は、その都度振り返っていただき、適切な判断と行動ができるように援助していく。

・澤村　彬　様～奇声をあげながらの徘徊、他者へのつきまといが持続している。「アンパンマーン」「バイキンマーン」などと叫ぶことあり。唾液で窓になぞり書きもみられている。

　　　　　　　　訴えを言語表現できずにいることが多くみられている。他とのトラブルにならないよう適宜介入し安全に生活できるように援助することとする。

＜要注目患者様＞
阿部　憲幸様～昨日、嘔吐･酸素飽和度の低下あり、合併症室にて経過。本日、馬渡Drへ情報提供行い、合併症室へ移動となり、食事･服薬困難であることから止め、点滴24時間キープとなっている。また、採血(セット3、CEA、CA-19-9)施行指示。酸素3Ｌ流入中。　酸素飽和濃度93→97％で経過。姉様来院し、面談実施。以前入院していた十和田中央病院での身体面も含め対応できるか転院の打診するが満床であり、受入困難。当院で治療を継続し、急変時は転院すること家族へ説明している。点滴は内容変更となり、8/26まで継続となり、腹部CT施行、明日再度採血施行指示あり。また、膀胱留置カテーテル挿入指示あり、14：30留置カテーテル挿入している。腹部CT検査結果にて肺炎の所見あり、抗生剤開始となる。

　　　　　　　　

・猪石　和宏様～他患者と穏やかに会話している。「ワーカーさんが忙しそうだな。昨日は親父もちょっとしゃべり過ぎたみたいで･･･」などと話している。表情の硬さ・易怒性はないが、迂遠な話し方となっている。午後から父親の面会あったが、状態の変化なし。携帯使用許可となる。

・安達　貴浩様～訴えは多いが、粗暴言動・興奮・易怒性なく過ごしている。

・中居　松男様～他への迷惑行為・他室侵入を繰り返している。他患の私物いじりあり、介入に対して易怒的となり、椅子を投げつけることあり。精神症状著明にあり、他者への迷惑行為等もあることから安ヶ平Drへ情報提供し、9号室へ移動となる。

・中田　徳子様～夜間の睡眠はとれていたが、6時頃から大声で叫びだしている。食事も吐き出し摂取できず。内服のみ再三の促しで実施出来ている。日中の排尿なく、16時導尿施行し膿性混濁尿500ml排泄する。食事摂取できていないこと、検尿結果伊藤Drへ報告。ヴィーンD500ml処方。セフジトレン(500)1T　1×夕4日分処方となり、8/28検尿(カテーテル尿)施行指示となる。

・澤上　芳子様～夜間おむつ外しやベッド柵を乗り越えようとする行為みられていたが、日中はベッド上座位となり危険行為無く過ごしている。説明にも聞き入れ良好である。

＜皮膚科診察＞

・池野　功一様～右踵部は同内容で処置継続。新たに右膝窩潰瘍部にゲーベンクリーム塗　　　　　　　布の指示あり。

・木村　格治様～腰部～陰部に慢性湿疹ありデルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示あり。

・水梨　孝純様～同内容で処置継続。

・馬場　健二様～処置終了。

＜伊藤Ｄｒ診察＞

澤口　利香様～臨時薬は同内容で処方となる。セルベックスカプセル（50）＜各食後＞は薬局粉砕となる。サインバルタカプセル（20）＜起床時＞は粉砕・脱カプセルできないのでそのまま服用していただく。他の錠剤は服用時病棟で粉砕することになる。食事は、本人希望で「食パン」と「肉類」禁止となる。おやつは、私物発注のみで、母親からの差し入れは当面禁止となる。買い物は、本人が主治医との約束を守り生活状態がよかったら、来週水曜日30日に2～3日分の購入することとなっている。

ＯＴの再開などについては、この週末の様子をみて約束を守れていたら、28日（月曜日）判断していくと主治医から説明受けている。

・中田　徳子様～臨時薬はエブランチル60→90mg 、オランザピンＯＤ5→7.5mg 、エペリゾン100→150mgへ変更となり、7日分処方となる。

・渡邊　愛希様～夫の面会・外出泊の訓練を実施し退院につなげていくという説明には了承している。

・瀬川　高雄様～臨時薬ハルラック0.5→0.25mg減薬。ブロチゾラム0.25mg追加処方となる。

